
地域の皆さん，いつも大和こども園の事業にご理解とご協力を賜り，感謝申し上げます。大和こども園は，昨年創立 80 周年を迎えました。戦中・戦後の激動期

を経た時代の変遷とともに教育への期待も知識の多さから学んだことをいかに活用するかが重要視されるようになってきました。このような大きな流れの中で大

和こども園の教育・保育目標を見直すことにしました。今でも脈々と引き継がれている保育の方針、三つのゼンを継承しつつ、先のような教育界の変化から新たな

羅針盤を本園の保育に纏うことにしました。「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」といった乳幼児期に求めら

れる資質・能力の三つを本園の教育及び保育課程の柱とし、子ども達が遊びに夢中になる姿とは何かを職員で考える中で、新たな教育及び保育の目標を「自ら考

え、判断し、表現する子」「思いやりのある子」「粘り強く取り組む子」としました。また、「愛されていると感じる空間に」を園運営のコンセプトとし、子どもの

人権を尊重する園を目指していきたいと考えています。今後とも、温かいご支援をよろしくお願いします。              園長 池田 巧 
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やざき乳児保育園 

「あっぷっぷ広場」 
 

☆本園の分園であります、やざき乳児

保育園にて「あっぷっぷ広場」（子育

て支援広場）を開設しております。み

なさん、ご利用ください。 

 

小松市矢崎町ナ１２９－１ 

☎０７６１‐５８‐０３３４ 

 

 

 

「マイ保育園」に登録されると一時預かりを半
日×3 回分、無料で利用できます。妊婦さんか
ら乳幼児までの登録をお待ちしています。 
 

☆子育てにおいて、お困りのことや気になること等

いつでもお気軽に当園へご相談ください。メール、

お電話等でご連絡ください。 

 

※一時預かりにつきましては、予約・聞き取り等が

必要です。また、園の行事等でお受けできない時も

ありますので、事前に電話連絡お願いします。 

 

☆マイ保育園登録について☆ 
 
 
 
 
♢４歳児（Ｒ３．４．2～Ｒ４．４．1 生）のみ募集中です。 

 
 
※大和こども園のホームぺージに、 
こども園での日々どのような活 
動がおこなわれているか掲載さ 
れています。ぜひご覧になって 
下さい。 

令和８年度 

 楽しいことが大好きで、日

頃から何でも挑戦しようとす

る姿が見られます。今は「ばぁ

～」も大好きで、色々な場所や

遊びの中で友達と「ばぁ～」と

言いながら楽しむ声が聞こえ

てきます。友達が「ばぁ～」と

笑いあっている姿を見るとす

ぐに走って来て「ばぁ～」と言

い一緒に笑いあう姿が微笑ま

しいです。 

「ばぁー」ブーム到来！ 

なんでもやってみたい、やりたい意欲に溢れている子ども達。くす

の木デッキをオープンしてデッキの上から誘ってみると、「こわいし

行かん…」と尻込みする子、「行ってみたい！」「どうやって行くん？」

と早速挑戦する子がいました。デッキに登って先に到着した子たち

は誰からともなく次に登って来る子の応援隊に！「おーい、がんばっ

て～」と声援と手拍子が始まり、無事に到着した子と「やった～登れ

たやん！」とハイタッチする姿も見られてほっこりしました。 

がんばれ！ 

タッチしよう！ 

「これ何…？」 

「サナギ？」 

「ちょうちょかな？」 

「てんとう虫かな？」 

「生きとる？」 

いろいろな虫を見つけ

て興味津々です！ 

てんとう虫の飼い方のページに、卵から成虫に

なるまでの変化が書いてありました。「たくさん成

長するやん！」と驚く子ども達。他の友達にも紹介

したことで、クラスの子が興味を持ち始めました。 

保育者の「ここの泥気持ちいい！」の一言で興味をもち、

遊び始めた三人。「気持ちい～」「泥パックしよ～」と言っ

て、遊び始めると想像以上にダイナミックで座りこんで遊

んでいました。「ツルツルになるかな」と泥をたっぷりつ

けて洗い流すと「え！ツルツルになった気がする！」「な

ら体にも塗ったらどうなるんかな…」と言って塗り合いっ

こ！思いっきり泥んこで遊んで大満足の三人でした。 

（保）「みてー！ 

先生これ入れてみたよ！」 

（子）「え？なに？宝石！？」 

氷を触り始めると、上手に両手で

落とさないようにつかむ子もいれ

ば、冷たくて持てない子もいました。

中にビーズを入れて凍らせたため、

どの子もビーズを出すために試行錯

誤したり、氷を手で叩いたりしてい

る子がいました。他児が、「水に入れ

たら溶けるよ！」と言うのを聞いて、

ペットボトルで水をかけてみる子

や、氷を水に入れてみる子や試行錯

誤しながらビーズを出す姿がありま

した。また、色水氷だったので、溶

けていく色水が混ざり合い、色の変

化も楽しむことができました。 

～ 虫探し ～ 

～どろんこ遊び～ 

～ 氷水遊び ～ ～色水遊び ～ 

手をつなごう！ 

一緒って嬉しいね！ 

友達の後ろをちょこちょこついていく子が

いたので、「〇〇ちゃんも繋ぎたそうだよ！」と

伝えると、振り返って手をとり合い嬉しそうに

歩いていました。保育者だけでなく友達と手を

つなぐのも楽しい！と感じた瞬間でした。 

色水遊びで、友達が黒に近い 

色を作っていることに気付いたＡ 

君。「黒い色水を作りたい！」とい 

って、作り方を聞いて自分なりに 

作っていました。絵の具は赤、青、黄 

の３色のみ用意してある状態で、どのように作ろうか試行錯誤して

いましたが結局、黒の色水を時間内に作ることができませんでし

た。黒い色水を作ることが出来ず納得のいかない様子だったので、

保育者が、そのことをクラスの友達に聞いてみようかと、提案して

みると承諾したので、午睡前にサークルタイムを設けてみんなで話

し合う事になりました。話し合う中で、「○○色と○○の色を混ぜて

みたら？」など色々な意見が出て「今度やってみよう！」と盛り上

がり、次の色水遊びを楽しみにしている子ども達でした。 

くすの木デッキに登ってみよう！ 

ばぁ～！ 

赤、青、黄の全

部の色を混ぜた

ら黒できるわ！ 

 

青と紫を混ぜるとい

いんじゃない！？ 

 
つめたーい！ 

これだけ 

とれたよ！ 


